


























































Can we say that optimism is well-being?
―?relative to Irrational Belief―?


















































































項目 成分１ 成分２ 成分３ 成分４ 成分５
TAC1 悪い面ばかりではなく、良い面を見つけてい 1 0.086－0.63 0.535 0.622－0.68
く。 0 －0.26 1.896－1.62 －1.88 2.049
TAC2 誰かに話を聞いてもらって冷静さを取り戻 1 0.175－0.81 －0.01 －1.01 －0.56
す。 0 －0.64 2.936 0.045 3.661 2.017
TAC3 そのことをあまり考えないようにする。 1 0.992－0.32 0.815 0.431 0.706
0 －1.74 0.569－1.43 －0.76 －1.24
TAC4 友達とお酒を飲んだり好物を食べたりする。 1 0.553－0.74 0.235－0.44 1.486
0 －0.98 1.304－0.41 0.778－2.62
TAC5 原因を検討し、どのようにしていくべきか考 1 －0.42 －0.55 －0.52 0.494 0.173
える。 0 1.691 2.23 2.098－2 －0.7
TAC6 詳しい人から自分に必要な情報を収集する。 1 －0.43 －0.76 －0.83 0.239－0.08
0 1.191 2.111 2.297－0.66 0.21
TAC7 対処できない問題だと考え、諦める。 1 2.33 0.643－0.07 0.402 0.844
0 －1.08 －0.3 0.03 －0.19 －0.39
TAC8 責任を他の人に押し付ける。 1 2.756 0.46 －3.97 0.684－2.05
0 －0.51 －0.09 0.729－0.13 0.376
TAC9 今後はよいこともあるだろうと考える。 1 0.325－0.62 0.912 0.614－1.09
0 －0.95 1.81 －2.67 －1.8 3.182
TAC10 誰かに話を聞いてもらい、気を静めようとす 1 0.238－0.8 －0.09 －1.16 －0.49
る。 0 －0.84 2.818 0.316 4.081 1.71
TAC11 嫌なことを頭に思い浮かべないようにする。 1 0.792－0.66 0.817 0.455 0.602
0 －1.47 1.231－1.52 －0.85 －1.12
TAC12 スポーツや旅行などを楽しむ。 1 0.184－0.87 0.024 0.159 1.497
0 －0.33 1.545－0.04 －0.28 －2.67
TAC13 過ぎたことの反省を踏まえて、次にすべきこ 1 －0.32 －0.46 0.212 0.405－0.06
とを考える。 0 1.679 2.436－1.12 －2.13 0.309
TAC14 すでに経験した人から話を聞いて参考にす 1 －0.26 －0.93 －0.55 0.256－0.16
る。 0 0.731 2.655 1.548－0.73 0.451
TAC15 どうすることもできないと、解決を先延ばし 1 2.074 0.427－0.59 0.056－0.36
にする。 0 －1.31 －0.27 0.374－0.04 0.226
TAC16 自分は悪くないと言い逃れする。 1 2.509 0.29 －2.66 0.606－1.48
0 －0.79 －0.09 0.837－0.19 0.465
TAC17 悪いことばかりではないと、楽観的に考える。 1 0.495－0.63 0.989 1.177－0.92
0 －0.99 1.25 －1.97 －2.35 1.827
TAC18 誰かに愚痴をこぼして、気持ちを晴らす。 1 0.509－0.84 －0.19 －1.3 －0.45
0 －1.12 1.855 0.409 2.854 0.994
TAC19 無理にでも忘れるようにする。 1 1.799－0.49 －0.16 0.503 0.845
0 －1.15 0.314 0.105－0.32 －0.54
TAC20 買い物や賭け事、おしゃべりなどで時間をつ 1 0.627－0.83 0.265－0.3 1.118
ぶす。 0 －1.18 1.557－0.5 0.564－2.11
TAC21 どのような対策を取るべきか綿密に考える。 1 －0.66 －0.77 －1.04 0.883 0.546
0 1.102 1.277 1.734－1.47 －0.91
TAC22 力のある人に教えを受けて解決しようとす 1 －0.26 －1.06 －1.08 0.575 0.119
る。 0 0.416 1.703 1.743－0.93 －0.19
TAC23 自分では手に負えないと考え、放棄する。 1 2.725 0.866－1.15 0.421 0.021
0 －1.07 －0.34 0.451－0.17 －0.01
TAC24 口からでまかせを言って逃げ出す。 1 2.899 0.61 －3.44 2.252－1.03
0 －0.58 －0.12 0.688－0.45 0.206
固有値 0.172 0.16 0.079 0.063 0.05
寄与率 17.22 16 7.858 6.317 4.975
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